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１ はじめに 

  福島県気候変動適応センターでは、気候変動の適応策に関する情報収集・分析などを

実施するとともに、県民が気候変動を身近に実感し、適応策を自ら進んで実践してもら

うために、県民に気候変動に関する情報をわかりやすく提供する取組を進めている。 

  このことから、気候変動による動植物への影響として、福島地方気象台が観測してい

るカエデ・イチョウの紅葉・黄葉、落葉の生物季節観測データとアメダス福島の気温の

変化等の気象データの関係について解析した。 

２ カエデの紅葉・落葉 

カエデ類については、朝方の最低気温が８

～９℃に下がると、紅葉しはじまるといわれ

ている［1］ことから、福島におけるカエデの

紅葉日と日最低気温が秋季初めて８℃を下

回った日の経年変化を図１に示す。カエデの

紅葉日と日最低気温が秋季初めて８℃を下

回った日はともに年々遅くなる傾向がみら

れた。 

また、カエデの紅葉見頃期間（カエデ紅葉

日～カエデ落葉日）の経年変化をみると、紅

葉見頃期間が年々遅くなり、期間が短くな

る傾向がみられた。          

今後、気候変動で秋季の気温が上昇すると、

カエデの紅葉日がますます遅くなり、紅葉の

見頃期間が短くなることが予想される。 

３ イチョウの黄葉・落葉 

イチョウについては、北ヨーロッパで秋に

初めて６～７℃以下の気温に遭遇すると、約

2週間後に黄葉が始まるといわれる［2］ことか

ら、福島におけるイチョウ黄葉日と日最低気

温が秋季初めて 6℃を下回った日の経年変化 

をみると、年々遅くなる傾向がみられた。                                         

また、イチョウの黄葉見頃期間（イチョ

ウ黄葉日～イチョウ落葉日）の経年変化を

みると、黄葉日頃期間は年々遅くなってい

るが、期間には変わりがない。 

今後、気候変動で秋季の気温が上昇すると、イチョウの黄葉日がますます遅くなるこ

とが予想される。 
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図１ カエデの紅葉日と日最低気温が秋季

初めて８℃を下回った日の経年変化 

図２ イチョウ黄葉日と日最低気温が秋季 

初めて 6℃を下回った日の経年変化 


